
石川県志賀町での災害支援活動で得たもの
～静岡ＤＷＡＴの一員として～

特別養護老人ホーム 徳風園

介護職員 柴田和之



施設概要
・神奈川県との県境、金太郎生誕の町 駿東郡小山町にある特養。

・昭和５７年４月開設。昨年４月に移転し「平成の杜」と併設に。

・入居者定員５０名。ショートステイ空床利用。

・個室３６床、２人部屋７床。



職員みんなの笑顔とコミュニケーションを大切に

家庭的な雰囲気の中で生きがい・潤いある生活が
送れるよう

職員一人ひとり、元気に頑張っています！



静岡ＤＷＡＴとは
（静岡県災害派遣福祉チーム）

・Ｄｉｓａｓｔｅｒ Ｗｅｌｆａｒｅ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ Ｔｅａｍ の略。

・大規模災害発生時、被災した市町からの要請を受けた上で、

被災した市町が指定する避難所・福祉避難所で支援活動を

行う「福祉専門職チーム」。

・要配慮者等が抱える福祉的課題の解決に向けた調整・福祉的

支援活動を行う。

・１クール ４～５名程度で編成。

・静岡ＤＷＡＴ登録員：現在３００名以上（所定の養成研修修了者）。



本年元日に発生した
令和６年能登半島地震
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私が「静岡ＤＷＡＴ」の一員として

石川県志賀町で

支援活動に入らせて頂く中で

感じたこと、得たことを

紹介します。



具体的取り組み



・活動期間：２月２１日～２月２４日１２：００

・２月２０日に宿泊先の羽咋市へ。

・１クール ４名で活動。

・静岡ＤＷＡＴは１/８～５/２にかけて、

金沢市１．５次避難所、七尾市、志賀町の避難所で活動。

・私はその第２２クールのメンバーとして、他３名との

４名１チームで、志賀町の避難所３か所に。

・静岡ＤＷＡＴだけでなく、北海道ＤＷＡＴ、滋賀ＤＷＡＴ、

愛知ＤＣＡＴの他県チームと連携し支援活動に。



宿泊先：棚田が見えるゲストハウス
羽咋市「くくのちステイ」
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私が行きたいと思った心の原動力は？

『自分でもできることがあれば何でもしたい』

↓ それは・・・

これは私の福祉職員としての

心のど真ん中にある気持ち



今まさに、一人でも多くの支援を必要
とする方々が石川県にいる。

『行きたい』『行かせて欲しい』

↓

施設長、現場職員の理解があって

行かせて頂くことができました。



当時の志賀町の様子 １



当時の志賀町の様子 ２

・３世代１１人の家族避難者

・独居の高齢者・障碍者

・車中泊の方

など・・・

様々な方々が避難生活を送られていました



「志賀町文化ホール」の状況 １
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愛媛県の中学生からの支援物資



「志賀町文化ホール」の状況 ２
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「富来行政活性化センター」の状況 １
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断水地域



「富来行政活性化センター」の状況 ２
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更衣室
天井から落下した
空調機器



「西山台地域交流センター」の状況
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今日の朝食 パン１人２個

今日のお昼 おにぎり１人２個

ＤＭＡＴ、
保健師チームの
巡回



＜具体的な取り組み １＞

避難者の聞き取り調査

＆

適切な個別支援への接続



避難者の聞き取り調査

適切な個別支援への接続
アンケート
聞き取り
予約表



今後の生活に関するヒアリングシート



＜具体的な取り組み ２＞
避難者の環境改善

・住環境づくり
・ベッドからトイレへの動線を
考え、夜でも一人で不安なく
排泄ができるための提案・
相談 など

集約が進んでいた
「西山台地域交流
センター」



＜具体的な取り組み ３＞

「健康体操」

～心身機能低下やフレイルを予防するため～



午前午後
「シルバーリハビリ体操」＋巡回・換気

北海道ＤＷＡＴ、
愛知ネットさんも一緒に



＜具体的な取り組み ４＞

☆支援を切れ目なく繋げられるよう、

次クール、他団体と密な情報共有

チームとしての被災地支援

『連携』
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静岡ＤＷＡＴメンバー間で

北海道ＤＷＡＴとの朝礼
～役割分担、一日の流れ
の確認等～

滋賀ＤＷＡＴ、愛知ＤＣＡＴ
との情報共有



全国から集まった各種団体（ＤＷＡＴ、

ＤＰＡＴ、ＪＲＡＴ、ＪＤＡＴ等）、

志賀町役場・社協、各避難所責任者など

多くの方々との連携・チーム支援が

何より大切に
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全避難所の状況把握、情報共有の場

朝礼＆１６：００ミーティング １日２回

避難所リーダーが
報告

志賀町役場にて



そしてこれらの活動を通して・・・

日々恐怖心を抱き続けながら

長引く避難生活に疲労困憊し、

未来への不安に駆られている

被災者の現状を目の当たりにしました

『また地震が来たらどうしよう・・・』



活動を通して

感じ学んだこと



①

つつがなく生活できる
有難さ、今目の前に

ある幸せを痛感



②

「寄り添うこと」の

大切さと難しさを

学ばせて頂きました



③

被災者の方々に力を

もらい、

施設に戻り・・・



③

今目の前にいる利用者様
への支援に、より一層
あったかさが増したと

感じています。



＜最後に＞
「自分でもできることがあれば

何でもしたい」

このド真ん中にある気持ちを持ち続け、

今後ももし要請があったら是非参加したいと
思っています。



被災地支援のために全国から集まった
多くの仲間との「心のつながり」。
これも私が得た大きなものとなりました
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「くくのちステイ」のオーナーさんと



皆様
ご清聴ありがとうございました。
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